
個別分野ワークショップの概要
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■目的
①9つの戦略分野ごとの「9年後のありたい姿」に至るため仮説・ステップ
「ロジックモデル」の全体像共有
②事務事業等によって最初に起こる変化「初期アウトカム」の情報収集・共有

■ワークショップ実施の狙い
政策検討への市民等の参画
① 市民・事業者・関係団体等の視点や考え方を理解・共有、気付きを得る
② 行政単独ではなく、協働で施策を推進するための関係構築、機運醸成

■参加者
市民・関係団体など取り組み・事務事業等への協働・協力・関係者 延べ41名
策定チーム員など市職員 延べ35名

■期間
令和5年4月27日・28日、5月8日・9日
各分野2時間
（分野⑦地域社会・支え合い は別途実施）



施策体系検討のための仮説（ロジックモデル）
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■ロジックモデルとは（解説、例・見方）

【ありたい姿/インパクト】

この分野の９年後の目指す状態

①

① ② ③ ④ ⑤

【長期アウトカム】

ありたい姿を達成するために、実

現されていなければいけない変化

②

【中期アウトカム】

長期アウトカムを達成するために、

中間（第１期終了後から第２期中期

戦略期間）で実現されていなければ

いけない変化

③

【初期アウトカム】※「施策」相当

施策・事業の実施により、受益者

に期待する短期的変化

※現在あまり取り組み・事務事業が

ないものは点線枠

④

【どう働きかける】

実施される取り組み・事務事業・

主体等

⑤

「もし～ならば、こうなるだろう」という仮説として、
資源投入（インプット）、活動（アクテビティ）、産出（アウトプット）、

効果（アウトカム）を繋ぎ合わせ、取り組みが成果を上げるために必要な要素を体
系的に図示化したもの。

分解

分解

分解

分解
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■ロジックモデル作成・活用のメリット

（出所）「ロジックモデル作成研修 2023.02.17」（信州大学特任教授 荒川 裕貴）

※ありたい姿からの逆算で増やしたいもの、減らしたいものを検討しやすい

※ワークショップでの意見交換で、目標の検討と共有ができる

※重要なポイントに指標を定めることで検証につながる



分野① パートナーシップ・子育て

Impact

どう変わる
初期

(すぐ～1・2年)

Outcome Activity/Output

何をする

【参考】主観指標：
子育てしやすいまちだと感じる市民の割合

ありたい姿
長期

（9年）
中期
(3～6年)

（9年）

ワークショップの内容・ロジックモデルの変更点の概要
・ロジックモデルに沿った意見交換が行われ、初期アウトカムについて具体的なイメージが多数出された。
・ロジックモデルの見直しに関する意見は出されなかったが、初期アウトカムの具体的なイメージを踏まえて、文言を調整をし
ている。

・アクティビティについては、既存の施策・事業を上手に活用するために、行政側は情報発信やお試し利用の取り組みを充実す
ること、利用者側は上手な利活用方法の発見と発信を積極的に行うことが必要、という観点で多くのアイデアが出された。

・また、少子化が進み園児が減少する中で、子育ての拠点としての保育園の機能の充実についても意見が出された。

行政 協働・共創

家族の多様性
やそれぞれの
幸せについて
の理解のもと、
家庭環境によ
らず子どもと
家族が応援さ
れ、安心して
暮らせるまち

自身の家族
（パ―トナー
や子ども）を
持ちたい人が
増える

子どもと保護
者、家族に、
支援やサービ
スが必要な時
に届いている

家庭環境によ
らず、子ども
の現在と未来
に希望が持て
る

不妊治療、妊娠、出
産などを不安なく迎
えられる

家族の多様性につい
て、柔軟な理解が一
般に広がる

子育て家庭に、日常
生活での手助けがあ
り、余裕を持ちなが
ら育児ができる

望む子育ての選択肢
が用意されている

貧困や生きづらさを
感じる子どもが減る

子どもの将来や、育
ちへ不安を感じる保
護者が減る

①子どもを持ちたいときに、必要なこと
を知り、必要な支援が受けられる

②出会いや家族の形を知る機会がある

③家庭や地域の中に、家事・育児の協力
者がいる

④働き方に合う預け先がある

④家庭で保育することの良さが感じられ
る

⑤個々の育ちや家庭環境に合わせた、相
談先や見守り・支援がある

・相談できることを知ることができる
・ネット以外の生の情報に触れる機会がある
・健診や出産の時、医療施設まで無理せず行ける

・妊娠前にアクセスする情報発信ツールづくり
・先輩ママ等との交流の場の確保
・マタニティタクシーを健診でも使えるように

・子育て体験（若い人向け）
・父親・家族等の協力者を対象にした育児勉強会

・預かりサービスのお試し利用の推進
（信頼感の醸成）

・子どもが通っていなくても行ける保育園
（相談、遊び等）

・家族やジェンダーのことをオープンに話せる

・育児の合間に見る前提で情報が発信されている
・困った時に相談できるところがある
（子育て支援センター、サポートルーム等）

・母親が元気な状態を維持できる
（自分を犠牲にせずに子育てができる）

・職場や自宅の近くの希望の保育園に行ける
・夏休み、春休みでも気兼ねなく預けられる
・子育ての拠点としての保育園の充実
・預かりサービスの使い方が浸透している
（一時預かり、ファミサポ等）

・多様な遊び場や遊びがある
・知り合いがいなくてもつながっていける

・チャット相談の導入
・施設・サービスの使い方を動画で発信
・子育てギフト・家事支援
・父親と子どもをターゲットにしたイベント

・訪問支援
（家事支援・育児支援）

・ひとり親の休業支援
・児童養護施設・ショートステイの確保
・児童発達支援放課後等児童デイサービスの充実

・遊べる場所の充実
（歩いて行ける、普段と違う遊びができる等）

・休憩できる場（軽食や水分補給等）の充実
（駅、公園、図書館等）

・つながりやすい環境づくり
（イベント、情報発信）

・困難な状況に対する社会の理解がある
・子育てに必要なお金・時間が確保できる

・情報の利用とフィードバック
・交流の場への参加

・子育て体験・勉強会への参加
・協力するための継続的な対話

・支援サービスの上手な活用と発信

・情報の利用とフィードバック
・支援サービスの上手な活用と発信

・相談や見守り・支援の利用

・遊び場やイベンドの上手な利用と発信

【資料１】
※青字は意見などを受けた修正
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分野② 学校教育・学びの環境

子どもたちが
ワクワクする
学びを自ら発
見できるとと
もに、友達や
関わる人達と
共感でき、
「塩尻に帰っ
てきたい」と
思う体験がで
きるまち

②企業と連携し働くと学びの接続、
キャリアを考える機会がある

地域文化、英語、先
端技術、金融など生
活に求められること
が体験できる

子どもたちが
塩尻で育って
よかったと感
じる

個々の特性や、事情
に合った学習の選択
肢がある

学習継続や進学に前
向きになる

周りへの共感や、気
づきを得ることがで
きる

④学校外でも学びの場、居場所が見つ
かる

自身がワクワクする
学びや働き方に積極
的になる

①自ら考え、対話し、共感する学びの
体験ができる

①デジタル化などの社会変化に触れる
機会があり、適切に活用できる

⑤学習継続や進学が選択しやすくなる

③心身の成長を支える安全安心な学校
環境がある

効率的かつ効果的に
基礎学力が身につく

②保護者同士や、学校外との繋がりな
どにより、地域全体の協力がある

子どもたちが
自分の将来に
希望が持て、
自己肯定感が
ある

好きや得意を伸ばす、
部活や習い事の機会
がある

【参考】主観指標：
将来の夢・目標を持っている子どもの割合

Impact

どう変わる
初期

(すぐ～1・2年)

Outcome Activity/Output

何をするありたい姿
長期

（9年）
中期
(3～6年)

（9年） 行政 協働・共創

・デジタルを活用するための教養が身についている

・Core塩尻を活用してデジタル教育をおこなう ・実践的にデジタル活用をしている社会人
講師が実践的な学びを提供する

・学内外において、自己肯定感が高まる評価体制
を整える
・成績だけではなく個性に焦点をあてた表彰制度
などを設ける

・家庭、地域で「制限」するのでなく子供
を見守り育てる環境づくり
・好きな事、楽しい事に主体的に取り組め
る環境・雰囲気づくり

・自ら取り組む自信を持つことができる
・学校がワクワクできる授業を提供する事ができる

・企業と地域が共通目的のもとでキャリア教育をおこなう
・経験、実感を得られるキャリア教育ができている

・企業と協力しキャリア教育を行える体制づくり
・『進学』の意味を考える機会づくり

・地域と企業が共通の目的を持つ
・共通の目的を持ち企業が教育に関わる
・『働く現場』を学ぶ機会づくり

・親と子が楽しみながら一緒に地域活動に参加できる
・PTA活動などで地域に求められる機会が増える

・『親になることの意味』を学ぶ機会づくり
・PTA活動に主体的に取り組める仕組みづくり
・地域に開かれた学内行事、イベントを企画する

・地域全体で子どもを育てる意識をもつ
・学校、家庭、地域、その他の部門をつな
げる地域の人や方法、場を育てる

・興味関心のある分野に出会える機会が身近にある
・公民館、児童館が日中、子供たちの立ち寄れる場になる
・不登校の子どもたちの学校以外の居場所ができる

・多様な学びの場がどこにあるのか情報の発信を
おこなう
・公設カフェなど安全で自由な遊び場、学び場を
設ける
・公民館、児童館を活用した不登校の子供たちの
居場所づくり、学び場づくり

・部活の地域移行を地域接点として活用す
る
・地域の学びの場としてシニア層が関わる
・不登校の子どもの相談相手となれる場を
設け、そこに関わる

・教師が多様な視点を持つ事で学ぶ楽しさを伝える
・不登校が必ずしも悪い事ではないという認識がもてる

・教員負荷を抑えた楽しい授業の仕組みづくり
・スタディサプリなどのオンライン授業を活用し
た楽しい学びを取り入れる

・不登校の子どもでも学外学習を行う事で出席扱
いにする仕組みづくり

ワークショップの内容・ロジックモデルの変更点の概要
・ロジックモデルの見直しに関する意見は出されなかったが、初期アウトカムの具体的なイメージを踏まえて、文言を調
整をしている。

・アクティビティについては、教員側の負荷を考慮しつつも教育現場と子供の接点をより重視した教育視点を持つこと、
地域資源や家庭との関わりにおいて企業の教育への関わり方や機会を準備することが求められた。

・不登校の子どもたちに対する配慮など、取り残されないための仕組みづくりについても具体的な意見が交わされた。

【資料１】
※青字は意見などを受けた修正

5



分野③ 伝統・文化芸術・スポーツ・生涯学習

一人ひとりが
日常を離れた
活動を通じ、
自身と次世代
の笑顔溢れる
豊かな生活を
つくり、この
ことが新たな
つながりを生
んでいるまち

次の世代に継承した
い文化・文化財が認
識されている

地域の歴史や文化に
地域外から関心を寄
せる人が増える

スポーツ・運動に関
わる回数・時間が増
える

余暇活動が周りや知
り合いの役に立って
いると思える

④スポーツ・運動に触れ、参加する・
見る・支える場所・機会が広がる

③新たな知識に触れ、探索する機会が
得られる

自主的に学び、試し、
活動する機会が得ら
れる

⑤文化財が知られ、保存が進められて
いる

一人ひとりの
心身や暮らし
への充実感が
増す

参加や活動を
通じて仲間や
世代越えた繋
がりが増える

②文化芸術に触れ、活動する機会があ
る

①行事や文化活動で、新たな発見や刺
激が得られる機会がある

【参考】主観指標：
自身は地域で役割を果たす活動的な一員であると思う市民の割合

⑤他分野と横断的につながり、相互に
知る機会が得られる

Impact

どう変わる
初期

(すぐ～1・2年)

Outcome Activity/Output

何をするありたい姿
長期

（9年）
中期
(3～6年)

（9年） 行政 協働・共創

・「塩尻ってすごい」と誇りを持ち学ぶ

・『塩尻の文化価値・特徴』を子供たちや市民に
伝えていく
・伝統、文化芸術、スポーツなどへの接点を増や
し、学び、試し、活動する機会をつくる
・子供が参加しやすい文化スポーツイベントを行
う

・文化活動を市民起点で企画し周りを巻き込む
・文化活動に積極的に参加し、実体験をもつ

・「子供の短歌」を短歌フォーラムで行う
・伝統・文化芸術・スポーツなどへの接点を増や
し、学び、試し、活動する機会をつくる

・図書館が伝統、文化芸術、スポーツ、生涯学習の情報を
得られるプラットフォームとなる
・出張図書館が地域との接点として機能する
・図書館が「読む場所」から「体験する場所」へ変わる

・出張図書館などの際、司書がアンテナを高くし、
市民のニーズをあつめる
・伝統、文化芸術、スポーツなどに関する情報発
信を数値化するなど精度を高める
・図書館で、普段関心のない分野の伝統、文化芸
術、スポーツなどを簡易に体験できる催しを行う

・図書館閉館後の時間を市民活動の場とする
・インターネットを利用するなど、適切な情報探
索ができるよう工夫をする

・スポーツにより感動がうまれ活動動機につながる

・「する」スポーツ以外に、「見る」「支える」
スポーツ文化の醸成を行う
・既存施設の使用料金を下げ、市民が使いやすい
環境を整備する

・図書館閉館後の時間を市民活動の場とする
・インターネットを利用するなど、適切な情報探
索ができるよう工夫をする

・文化財はしっかりと守り、伝える努力を行う

・文化＆スポーツなど、分野を横断した取り組み行われる

・『音楽イベントのある博物館』『高ボッチで短
歌会』『平出博物館でのスポーツイベント』など、
掛け合わせることでワクワクを生む
・平出博物館・遺跡公園のフィールドを他の分野
にも有効活用できるようにする

ワークショップの内容・ロジックモデルの変更点の概要
・ありたい姿の表現について意見が出され、また横断的な観点から初期アウトカムへの意見が多く追加された。
・アクティビティについては、活用のしやすさが向上するよう行政への要望が多く挙げられた。また協働・共創の観点か
ら塩尻の文化に対し主体的に関わるための情報を得やすい環境も求められた。

・伝統、文化芸術、スポーツ、生涯学習それぞれを別個にとらえるのではなく、それぞれを掛け合わせることで新たな関
心が生まれる仕組みについて、多くの具体的なアイディアが持ち寄られた。

【資料１】

語源である非日
常の「気晴ら
し」をポジティ
ブに表現したい

※青字は意見などを受けた修正
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分野④ 地域経済・産業・観光・就労

・農機具を気軽にシェアリングできる仕組みがある
・「日本で一番就農しやすいまち」を名乗る

塩尻に魅力と
価値を見出す
人たちがつな
がり、喜びと
誇りを持ちな
がら働き、多
様で付加価値
の高い事業・
商品・サービ
スを支えてい
るまち

安定的に農業経営が
できる

商品・サービ
ス、そして地
域資源の魅力
が認識されて
いる

サービス業・商業で
の購入・消費で市内
循環が増える

製造業・情報通信・
運輸（工業）が生む
付加価値が伸びる

⑤体験・価値が発信され、交流人口とのコ
ミュニケーションが増える

夢を持てる魅力ある
仕事があり、生活で
きる収入を期待でき
る

①働くを通じて繋がりができ、学び、成長・
チャレンジする機会がある

④経営・設備投資を相談でき、資金・資本確
保につながる

働き方、仕事、キャ
リアを自分でデザイ
ンし、決めていける
（自己実現）

働く人が、働
きたい・住み
たい地域とし
て塩尻を選ん
でいる

観光による消費が拡
大する

付加価値の高
い商品やサー
ビスを提供す
る事業者・企
業が立地して
いる

ワイン・木曽漆器の
産地の魅力が増す

②新たな就労者や体験者が、住まいをや機材、
土地を確保できる

②天候等リスクや基盤施設の負担を抑えるこ
とができる

⑥ワイン、木曽漆器の特徴や魅力の共通認識
が出来ている

【参考】主観指標：
人並みの生活を手に
入れていると思う市
民の割合

・外国人に向けた情報発信の強化

・塩尻を訪れる外国人のニーズ・旅行実
態、情報入手経路をリサーチする

・松本など近隣の宿や施設とコラボして
高級ツアーを売り出す
・EVバイクのレンタル
・1日で主要観光地を周遊できる塩尻版は
とバスを運行する
・眺望のよい地域に古民家を活用したレ
ストランをつくる

・ワイン産地としての認知度をあげる

・異分野でコラボしてブランディング（ワ
イン×レタス×漆器）
・ハイブランドとのコラボ、作り手や職人
のストーリーをコンテンツ化・発信する
（プロが作ること！）

・誰と誰のコミュケーションか分かりやすく
したい

・何ができていて、何ができていないか
整理してから打ち手を考える

・半農半Xなど入口やかかわり方のバリ
エーションを多様にして農業関係市民を増
やしていく

・新規就農のハードルを下げてお試しし
やすくする⇒農機具や資材のシェアリン
グの仕組み／住まいの確保（業種別に住
まいを用意）／のれん分けの仕組み／→
販路の支援
・農地や器具を貸したい農家とやりたい
人をつなげる役割や仕組みをつくる

・既存農家の支援もするべき（親元就
農）

・気候変動による損害を防ぐ対策への支
援策（農業）

・付加価値の高い農家を育成する

・差別化できる、単価をあげる努力をする

・漆やワインの良さをわかる個人をター
ゲットとする

Impact

どう変わる
初期

(すぐ～1・2年)

Outcome Activity/Output

何をするありたい姿
長期

（9年）
中期
(3～6年)

（9年） 行政 協働・共創

・産学連携により「学ぶ」と「働く」を
つなげて考えることのできる仕組みがほ
しい
・『塩尻版キッザニア』のような遊びな
がら働くことを知る仕組みが欲しい
（小・中・高生）
・社会人ロールモデルと若者の出会いの
場づくり

・地域内からチャレンジする市民が増える
・高い専門性を身に着けられる専門学校などができる
・地域外から塩尻で働きたい人が流入する
・いま働いている人たちがワクワクしている

・産業ごとのコミュニティが生まれる

・会社間での社員育成事例を共有する
・子供のころから『何かしらにチャレン
ジした』という体験をする

・『塩尻に来ると学びが多い』と感じら
れるしくみづくり

・調整区域が柔軟に活用できるように
・ICと工業地域が離れていたり、駅周辺
に企業やホテルが少ないなどインフラ周
りの改善
・企業向けの補助制度を設ける

ワークショップの内容・ロジックモデルの変更点の概要
・ロジックモデルの見直しに関する意見は出されなかったが、初期アウトカムの具体的なイメージを踏まえて、
初期アウトカムの追加や、文言を調整をしている。

・初期アウトカムについては、産業分野において「地域内でチャレンジする市民」の重要性、またワイン・木曽
漆器については到達水準の見直しへの意見が出た。

・アクティビティについては、産業分野において「学ぶことと働く事」、農業分野、観光分野で多くの意見が集
まった。

【資料１】

④駅前や業務地・商業地などを起点に、サービ
スや人の集まりや流れが増える

・漆器職人がかっこいい仕事になっている
・ブランド化や購入・消費はハードル高い

※青字は意見などを受けた修正

強化・日本の伝統に触れたい外国人に漆
器を知ってもらう
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分野⑤ 環境・気候

生活や経済活
動で、エネル
ギーをはじめ
調達可能な未
活用資源が生
かされ始め、
生活の充実や
楽しみになっ
ているまち

自然と環境に
配慮した活動
が定着してい
る。

④活動を楽しめる仕組みがある（３
Ｒ）

④環境についての知識が増え、一歩
アクションに踏み出している

④行動・活動の環境負荷が見える化、
評価される

③環境配慮行動のための資金・資
本が確保できる

豊かな自然環
境が維持され
ている

行政が率先して活動する
ことで、協働する組織・
事業所が増える（産業）

生活に必要な
エネルギーを
供給する社会
システムがで
き始める

未活用の再生可能エネル
ギーの活用や実証が増え
る（企業・個人）

楽しみながら環境に配慮
した活動を行う世帯が増
える（民生）

再生可能エネルギーの地
域電力が活用されている
（近隣市町村との協働）

③再生可能エネルギーのメリット
が理解されている

②目にする緑や景観、自然公園が保
全されている

【参考】主観指標：
地域に自然と向き合う
喜びがあると思う市民
の割合

森林の多面的機能が維持
される

②森林の整備・管理が進む

農村の多面的機能が維持
される

①農村・里山の管理が行き届く

Impact Outcome Activity/Output

どう変わる
初期

(すぐ～1・2年)

何をするありたい姿
長期

（9年）
中期
(3～6年)

（9年） 行政 協働・共創

管理しやすくするためにトイレや駐車場が整備されている

・保全したい地域が見える化、共有されている
・どんな外来種が公園にあるとヤバいのかのレベルを知る
・環境に悪影響のある太陽光パネルは制限されている
・「自然環境」は概念が大きすぎる気がする

・サーキュラーエコノミーフォーマットに変化しつつある
社会に対応している

・再エネに取り組む企業が積極的に選ばれるようになる
・リプレイス（代替素材）のものが積極的に選ばれている

・外来種の駆除を継続的に行う（一年やらないと
ゼロに戻ってしまう）

・関心を持ってもらうためにSNSを活用して発信
する

・自然に触れる木育と連携する（フェスティ
バル）

・管理のための管理でなく、里山の楽しさを発
信する
・里山で遊ぶことが里山整備につながる

・保全したい地域や場所をしっかり決めて
守っていく

・生ゴミを捨てない人が増えている
・環境ネイティブの若者世代から選ばれる地域になっている
（環境活動に取り組む魅力的な企業や仕事が地域にある） ・コンポスト活用を楽しめる仕組みをつくり、地

域や学校で進める
・コンポストを実施することによるゴミ減量の
効果を見える化する

・既存建物の屋上へのソーラーパネル設置を
進める

・農村・里山・森林保全のスタンダードがわ
からない。塩尻スタンダードを決めて関心を
持ってもらう、価値を知ってもらう

・自分の行動が9年後の未来につながる・貢献しているこ
とを実感できる

・エコライフの実践にはお金がかかるため、補
助を出す

・エコ活動をすると地域通貨でエコ商品を買える
仕組みをつくる

・県内の先進事例をみんなで見に行く（小布施
町など）、環境モデル地域から学ぶ機会をつく
る

・国の方針に乗っかるのかどうかを決める（脱
炭素先行地域づくり事業および重点対策加速化
事業）

・SNSでエコライフを発信/SNSで「＃あしもと
から」のような活動を広げる

・企業が環境保全に取り組むメリットをつくる
・ISO14001だけでなく、取得した企業がPRに
なるような塩尻環境ライセンスをつくる

・企業による電気の域内消費を高める

・設備投資の補助金など受け身な施策以外に、
企業がやる気になるメリットのある施策を行う

・大人が子供に学ぶ機会がある

・環境への負荷が見える仕組みをつくり、関心
を持ってもらう

・未利用資源をリストアップする

・エコライフ大賞などで好事例のPRを

【資料１】

・未利用の資源
の具体的なのか
・未利用資源の
発見ではなく活
用の方が現実的

・豊かな自然とは、
どのレベルか
・共通のイメージ
欲しい

※青字は意見などを受けた修正

ワークショップの内容・ロジックモデルの変更点の概要
・ありたい姿の詳細や、長期アウトアムの確認がされ、初期アウトカムの具体的なイメージを踏まえて、
文言を調整をしている。

・初期アウトカムについては、現状とそのギャップの把握・共有から始める必要性への意見が出た。
・アクティビティについては、現状実施していることと、これから取り組めることの再整理したい意見が出た。
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分野⑥ 行政運営・協働参画・連繋

市民と市役所
がともに「自
分事」で始め
る取り組みが、
多様な人材や
組織をひきつ
け、共創が加
速しているま
ち

③職員が、困りごとや意見を聞き、繋が
り・繋げる行動を重視している

職員が身近に感じら
れ、「繋がり・繋げ
る」が定着している

塩尻との関り
を増やしたい
と思う市外の
人が増える

行政の窓口や手続
き・情報がオープン
でアクセス・相談が
増えている

自分も公益活動をは
じめる人・組織が増
える

【参考】主観指標：
行政は地域のことを真剣に考えていると思う市民の割合

①活動している人・組織を知り、知り合
う機会がある

①行動や実証を始め、続ける支援や仲間
の手助けがある

②デジタル活用が進みながら、取り残さ
れない手助けがある

活動を継続しやすい
仕組み・応援が得ら
れる

公益活動を継
続・拡げる市
内の人・組織
が増える

塩尻の特徴や望む姿、
解決したい課題が共
有される

市役所・職員
との意見交換
や協働が多い

④地域への関心ある人や、塩尻に関わり
ある人へ欲しい情報が届く、探せる

④新しい技術や世代を超えた人と出会う
機会が増える

②住みよさや市の情報が市民にわかりや
すく伝わる

Impact

どう変わる
初期

(すぐ～1・2年)

Outcome Activity/Output

何をするありたい姿
長期

（9年）
中期
(3～6年)

（9年） 行政 協働・共創

ワークショップの内容・ロジックモデルの変更点の概要
・ロジックモデルの見直しに関する意見は出されなかったが、初期アウトカムの具体的なイメージを踏まえて、文言を調整をしている。
・アクティビティについては、塩尻に関心を寄せる地域外の方向けの情報提供について意見が寄せられる一方、既存住民側への新規流
入者の情報提供を含めた情報交換が求められた。

・塩尻での活動を促進するために、すでにある情報へのアクセスのしやすさ（親近感、敷居の低さ）や仲間づくりが大切であることに
多くの意見が寄せられた。相談先がわかりやすくなることで、すでに整備されている環境の活用が進むと考えられる。

・相談できる人、場所があり、相談の敷居が高くない

・相談できる先がどこなのか情報の発信を増やす
・『市民活動図鑑』のような一覧化情報
・知り合うためのフランクな場所づくり

・潜在的な活動ニーズを持つ人が、行動を起こす
きっかけになる方法づくり
・一緒に動ける仲間づくり

・活動継続のために必要な補助金情報が手に入れやすい

・活動継続のための補助金の準備

・HPの情報がニーズ別分野別にわかりやすいものになる

・調整区域の規制緩和と活用の柔軟性
・どのような情報が求められているのかニーズ調
査
・デジタル情報のみでなくアナログ媒体の配布も

・やりたいと思う人が始められる仲間づくり
・ビジネス視点で考えることができる機会づくり

・いまの80代が困らない情報の発信を ・高齢同年代のスマホインストラクター
・有線放送の補完的な活用
・eスポーツを子供が始め、高齢者も孫世代を通
しデジタルへの関心を高める

・職員が興味のあることに積極的に関わっている

・行政課題と市民課題がマッチすることで協働解
決につながる
・課題解決に地元企業の力を借りる

・世代間交流が増える仕組みを作ることで、世代
間の技術交流（デジタル情報の使い方）が進む

・求めている役割が明確に示された募集が行われている
・受け入れ側の地域も、新たな人を受け入れやすい情報が
手に入る

・塩尻への関わりシロを明確にした募集
・口コミなど生きた情報に触れられる窓口
・気軽にお試し移住のできる仕組み
・ニーズ調査を

・先輩移住者の声を聴く機会を多く設ける
・移住者への情報提供と同時に、地域側への移住
者情報の提供がほしい

・世代間の交流が盛んになることで、最新技術の使い方を
含めた教え合える環境が整う
・新しい技術の機会が増えると課題が可視化されるのか

【資料１】
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関わる方法、ポジ
ションが選びやすく
なる



Impact

ありたい姿 どう変わる

長期
（9年）

中期
(3～6年)

Outcome

（9年）

想定される外的要因

Activity/Output

何をする

分野⑦ 地域社会、支え合い（共助・互助）

ゆるやかなつ
ながりと、感
謝が循環する
お互い様文化
で、住民同士
で日常生活の
基盤を作り、
困りごとに動
いていけるま
ち

②困っている人や助けてを
拾える相談窓口、通報・連
絡先などが共有される

“助けて”を拾い、つなげる
仕組みが構築されている

話や相談などから堅苦しく
なく話し合えるようになる

お互いさま
の文化（信
頼関係や結
びつきで共
助・互助）
が醸成され
る

初期
(すぐ～1・2年)

①身近な生活の中で、異な
る世代などと知り合う機会
がある

話し合い、意思決定・準備
に参画する年代・人が増え
る

自治会活動等を通じて、信
頼関係や結びつきが強くな
る

自治組織内
での催事や、
困りごとや、
将来の心配
事に備える

③話し合いの場ができる

③活動に参加・協力する人
が増える

地区や行政
区としての
優先課題が
共有、検討
される

④関係組織と調整や情報
を効率よく共有できる自主防災、防犯、衛生、福

祉連携など行政だけで充足
できない公共が認識される ④他地区、他地域の状況

を知ることができる
地区や行政区の将来につい
て、考える機会がある

困りごとや優先事項が洗い
出される

コミュニティ
活動

多世代交流

地域内
・行政連携

見守り、
家庭介護等
重層支援

【参考】主観指標：
近所の方に感謝することが多い
と感じる市民の割合

【資料１】
今後WS実施予定のため微修正のみ
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分野⑧ 医療・介護・保健・福祉（公的サービス）

③健康診断や感染症予防を活用する人が
増える

Impact

どう変わる

Outcome Activity/Output

何をするありたい姿

行政 協働・共創

ワークショップの内容・ロジックモデルの変更点の概要
・アクティビティについては、在宅医療に対する医師数および医師の認識を改めることで地域医療の充実が図られることが議論された。
・健康診断について、すべての項目でなくても一部を近所の施設で実施することで、医療者側への負担も減るのではないかとの議論が
なされた。

・高齢化を迎えることをふまえ、高齢者介護の観点からも自身の健康管理の観点からも、若いころから福祉に対する学びの機会の必要
性が議論された。

・訪問診療体制が整い、高齢者が診療を受けやすい

・在宅医療の現状を医師が正確に認識する仕組み
・歩いて行ける範囲に医療機関がある、もしくは
高齢者でもアクセスしやすい環境づくり

・潜在的な活動ニーズを持つ人が、行動を起こす
きっかけになる方法づくり
・一緒に動ける仲間づくり

・訪問診療往診医が増える

・訪問診療往診医の増加施策

・心理的に身近な距離に相談できる相手がいる

・相談しやすい行政相談窓口が必要 ・友人、同僚、隣近所での交流を深める
ご近所同士のきずなや他人への関心を持つ

・自宅や近所でできる健診の仕組みが整う

・検診の受けやすい環境をつくる
・全項目の検診ではなく、項目を分割することで
部分的にでも検診を行えるようにする

・検診もできる、市民の集える場を官民共同で作
る

・中高年に向けた福祉教育（親世代、自身の将来
に向けた）を行う
・障がいのある方もそうでない方も気軽に過ごせ
る居場所づくり

・飲食店や商店など高齢者と接する市民が認知症
や障がいの理解をすすめる
・地域プライベートナースをつくる
・人の役に立てる場所がある
・自分がどう過ごしていきたいか考える場所があ
る

・高齢者でも取り組みやすいスポーツの大会など
を企画する

・健康維持のためラジオ体操
・モルック、ヒップホップダンス、eスポーツ、
健康マージャンなど
・町内の運動会を活用し高齢者運動の機会にする

・知ることで自分ができることを具体的に考える

【資料１】
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※青字は意見などを受けた修正

一人ひとりが
健康や老い等
に向き合い、
自らの心身の
健康を守るこ
とや周りに対
してできるこ
とを考えた活
動によって、
日常生活を自
立して送るこ
とができるま
ち 助け合い、融通し合

う（互助）人・ボラ
ンティアが増える

気兼ねなく過
ごせる居場所
で暮らせるこ
とで、
自己肯定感が
増す

適切な（合理的）配
慮がされた場所が増
える

心理的に健康な人が
増える

自身の健康や幸せへ
の自覚・守り（自
助）ができる人が増
える

②健康や体力を維持するために運動
の機会がある

個別の生活・サービ
ス活用プランが出来
る

①緊急時や地域の医療が確保される

①医療・介護・福祉に関わる人材が
確保される

④悩みや自分らしい過ごし方を相談
できる先がある

医療や介護、福祉
サービスが必要に応
じ受けられる

⑤老いや認知症、障がいなどについ
て知識や体験が増える

健康で自立し
た生活できる
期間が延びる

身体的に健康な人が
増える

③健康診断や感染症予防を活用する
人が増える

【参考】主観指標：
日々の生活において笑うことが多いと思う
市民の割合

初期
(すぐ～1・2年)

長期
（9年）

中期
(3～6年)（9年）



分野⑨ まちづくり・防災・インフラ

安定した都市
インフラの上
で、まちで活
動したくなる
仕掛けが充実
するとともに、
災害等から生
活を守り、い
ち早く日常を
取り戻す備え
ができている
まち

上下水道の機能が維
持されるとともに、
効率的な事業の経営
見通しがある

災害への備え
が共有され、
災害時に適切
に行動できる
状態になって
いる

災害リスクが市民・
地域に理解され、避
難行動や消防団など
事前の防災活動が増
えている

公園や道路・橋梁な
どが整い、日常的生
活・活動の利便が保
たれる

⑤災害に備えるインフラ・建物など
が計画的に整備や維持・更新されて
いる

③道路・橋梁・公園等が計画的に整
備や維持・更新される

⑥防災・ハザードマップの作成や、
これを生かした訓練などが増える

②空き家や住居の情報が出したい人、
欲しい人で円滑に共有される

学生、高齢者、観光
客等の安全で多様な
移動手段が用意され
ている。

魅力的な活動
を誘発する仕
掛けが充実し
ている

都市インフラ
が適切に維
持・管理され
ている

④上下水道施設が計画的に整備や維
持・更新される

【参考】主観指標：
・暮らしている地域の街並みが自分の好み
に合っていると思う市民の割合
・いざという時に助け合える雰囲気が地域
にあると思う市民の割合

①公共交通の利便性や、交通の安全
性が高い

インフラや建物・施
設が災害時も機能し、
防災情報が共有され
る

空き家や空き地・空
き店舗等が魅力的に
活用されていく

②市街地や農山村など立地に合わせ
た土地や施設・建物活用の相談先が
ある

Impact

どう変わる
初期

(すぐ～1・2年)

Outcome Activity/Output

何をするありたい姿
長期

（9年）
中期
(3～6年)

（9年） 行政 協働・共創

ワークショップの内容・ロジックモデルの変更点の概要
・アクティビティについては、横断的観点からの意見が多く出された。
・交通利便向上についてニーズのマッチングなど、空き家活用について空き家情報のマネジメントなど、グランドデザイン
と情報共有について多く議論された。

・空き家の活用は、その前提となる上下水道やインフラ整備や防災の観点と合わせて考える議論がなされた。

・移動したい人と移動する方法のマッチングが整う
・交通弱者が様々な手段を選択できる

・バスなどの移動時に本数が多い、乗り場が近い
サービスを提供
・目的の場に直接行けるサービス

・公共交通の時刻、乗り継ぎ情報がわかりやすい
方法で提供される
・同時刻に同じ方向に向かう人が乗り合える仕組
みができる
・タクシーなど深夜帯の移動方法がふえる
・移動のしやすい場所に住居を選択する

・空き家に関する情報がワンストップで得られる

・空き家の届け出制度など最新の情報を正確にと
れるような情報のルール化
・地区ごとにエリアマネジメントを実施し、各地
区のブランドデザインする
・空き家活用マネジメント計画、空き家バンク、
コーディネーターの配置など

・空き家片づけ隊の組織をつくる
・空き家活用のプレイヤーが多いという塩尻の特
色を生かす
・コーディネータに定年以降の人材を活用
・土地情報を持っている士業との連携をおこなう

・5m道路など生活道路の整備
・シニアカーで通れる歩道の整備

・遊休資産活用の相談窓口が必要
・市街化調整区域の規制緩和に取り組んでほしい

・

・更新、維持すべきものの判断を
（この判断基準によって空き家を捨てるか活かす
かの見極めにもつながる）

・災害時に近隣の支え合いで逃げ遅れない地域になる

・要配慮者の把握ができている
・防災組織化が整っている

・地域のきずなが深まることでご近所さんの状況
が把握ができる
・地元の消防団が活発になる

・防災食を貧困支援に利用

・更新、維持すべきものの判断を
（この判断基準によって空き家を捨てるか活かす
かの見極めにもつながる）

【資料１】
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